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　国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安

心
し
て
病
院
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
加
入
者
み
ん

な
で
支
え
合
う
医
療
保
険
制
度

で
す
。

　国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義

務
者
は
世
帯
主
で
す
。
世
帯
主

が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く
て

も
、
そ
の
世
帯
に
国
保
の
加
入

者
が
い
れ
ば
、
納
税
通
知
書
が

世
帯
主
宛
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　平
成
２８
年
度
の
納
税
通
知
書

は
、
７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　保
険
税
は
、
世
帯
主
と
加
入

者
の
所
得
に
応
じ
て
算
定
さ
れ

ま
す
。
所
得
状
況
が
分
か
ら
な

い
加
入
者
が
い
る
世
帯
で
は
、

税
が
減
額
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限

度
額
を
改
正
し
ま
す
。

基
礎
課
税
額

５４
万
円
（
改
正
前
は
５２
万
円
）

　７５
歳
以
上
の
全
て
の
人
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
６５

歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き

ま
す
。

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
税
義
務
者
は
、
被
保
険
者
本

人
で
す

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

被
保
険
者
が
等
し
く
負
担
す
る

「
均
等
割
額
（
４
万
７
３
０
０

円
）」と
、
所
得
に
応
じ
て
決
ま

る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
で

決
定
し
ま
す
。
平
成
２８
年
度
か

ら
、
均
等
割
額
と
均
等
割
の
軽

減
判
定
基
準
額
、
所
得
割
率
が

変
わ
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

広
報
か
ん
お
ん
じ
４
月
号
１１
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　平
成
２８
年
度
の
保
険
料
額
決

定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

１９
万
円
（
改
正
前
は
１７
万
円
）

介
護
納
付
金
課
税
額

１６
万
円
（
改
正
な
し
）

②
税
額
の
軽
減
対
象
と
な
る
基

準
所
得
金
額
を
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、
軽
減
さ
れ
る
対
象

を
拡
大
し
ま
し
た
。

　会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
雇
い

止
め
な
ど
で
離
職
し
た
人
は
、

健
康
増
進
課
ま
た
は
各
支
所
で

申
請
を
す
る
と
、
前
年
の
給
与

所
得
を
そ
の
３
割
と
み
な
し
て

税
額
を
算
定
す
る
の
で
、
国
民

健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者

　離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で
に
、
雇
用
保
険
の
特
定
受

給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
や
特
定
理
由

離
職
者
（
雇
止
め
な
ど
に
よ
る

離
職
者
）
と
し
て
失
業
等
給
付

を
受
け
、
離
職
時
点
で
６５
歳
未

満
の
人

◇
軽
減
期
間

　離
職
の
翌
日
～
翌
年
度
末

　普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
）
と
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

①
年
金
か
ら
の
天
引
き

　
　
　
　
　
　
　（
特
別
徴
収
）

◇
平
成
２８
年
４
月
と
６
月
支
給

分
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天

引
き
さ
れ
た
人

　４
月
と
６
月
の
保
険
料
と
同

額
を
、
８
月
支
給
分
の
年
金
か

ら
天
引
き
し
ま
す
。

　確
定
し
た
年
間
の
保
険
料
額

か
ら
、
４
月
、
６
月
、
８
月
に

天
引
き
（
仮
徴
収
）
し
た
額
を

差
し
引
い
た
残
り
の
額
を
、
１０

月
、
１２
月
、
２
月
支
給
分
の
年

金
か
ら
天
引
き
（
本
徴
収
）
し

ま
す
。

◇
平
成
２８
年
１０
月
支
給
分
の
年

金
か
ら
保
険
料
の
天
引
き
が

開
始
さ
れ
る
人

　７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
１０
月
、
１２
月
、

２
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
残
り

の
保
険
料
を
天
引
き
し
ま
す
。

②
納
付
書
・
口
座
振
替

　
　
　
　
　
　（
①
以
外
の
人
）

　年
間
の
保
険
料
額
を
８
期
に

分
け
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　初
め
て
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
た
人
は
、
当
初
は

納
付
書
払
い
ま
た
は
口
座
振
替

に
な
り
ま
す
。

◇
注
意

　こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
に
よ

っ
て
は
、
口
座
振
替
へ
の
変
更

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　国
保
に
加
入
し
て
い
た
人
が
、

就
職
等
で
社
会
保
険
に
加
入
し

て
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
と

き
は
、
必
ず
健
康
増
進
課
ま
た

は
各
支
所
で
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
を
返
却
す
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を

し
な
い
と
国
保
税
の
課
税
が
継

続
し
ま
す
。

　国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が

滞
る
と
、
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
が
１
年
か
ら
３
カ
月
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

課
税
内
容
や
納
付
方
法
な
ど

　税
務
課

　☎
２３

−

３
９
２
２

加
入
等
の
手
続
き
な
ど

　健
康
増
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

　８
月
は
受
給
資
格
者
証
の
更

新
月
で
す
。
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
る
人
に
は
、
新
し
い
受

給
資
格
者
証
を
７
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。
現
在
の
受
給
資
格

者
証
は
、
有
効
期
限
が
切
れ
た

ら
、
健
康
増
進
課
ま
た
は
各
支

所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　助
成
を
受
け
る
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。
平
成
２７
年
中

の
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い

人
は
、
税
務
課
で
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。（
平
成
２８
年
１
月
１

日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
な
い

人
は
、
前
住
所
地
の
平
成
２８
年

度
所
得
課
税
証
明
書
が
必
要
）

注
意　転

出
や
死
亡
な
ど
で
資
格
を

喪
失
し
た
人
は
、
本
市
の
受
給

資
格
者
証
が
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
受
給
資
格
者
証
を
返
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

　大
野
原
支
所

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
０

　豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

　伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

　８
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

被
保
険
者
証
を
被
保
険
者
１
人

に
１
枚
ず
つ
『
特
定
記
録
郵
便
』

で
７
月
１５
日
以
降
に
『
黄
色
の

封
筒
』
で
送
付
し
ま
す
。

　７
月
２２
日
を
過
ぎ
て
も
被
保

険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、

健
康
増
進
課
医
療
係
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

注
意

・
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

住
所
地
へ
送
付
し
ま
す
。
住

所
地
以
外
へ
の
送
付
を
希
望

す
る
場
合
は
、
事
前
に
郵
便

局
で
転
送
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
紛
失
等
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
宛
名
等
を
記
載
し
て
い
る
台

紙
か
ら
、
被
保
険
者
証
を
は

が
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　被
保
険
者
証
等
に
記
載
さ
れ

て
い
る
内
容
に
間
違
い
が
な
い

◇
平
成
２８
年
度
納
付
書
・

　
　
　
　口
座
振
替
の
納
期
限

①
納
付
書
（
現
金
納
付
）
→

　
　
　
　
　
　
　
　口
座
振
替

　市
指
定
金
融
機
関
等
に
口
座

振
替
依
頼
書
（
通
帳
と
届
け
出

印
が
必
要
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
依
頼
書
は
市
指
定
金
融

機
関
等
に
あ
り
ま
す
。

②
年
金
か
ら
の
天
引
き
→

　
　
　
　
　
　
　
　口
座
振
替

　１０
月
の
特
別
徴
収
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

　金
融
機
関
に
口
座
振
替
依
頼

書
を
提
出
し
、
８
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

で
納
付
方
法
の
変
更
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　印
鑑
、
通
帳
、
届
け
出
印
（
金

融
機
関
に
口
座
振
替
依
頼
書
を

提
出
し
て
い
る
人
は
納
付
方
法

の
変
更
手
続
き
の
み
必
要
）

◇
平
成
２８
年
度
納
期
限

①
納
付
書
（
現
金
納
付
）
→

　
　
　
　
　
　
　
　口
座
振
替

　市
指
定
金
融
機
関
等
に
口
座

振
替
依
頼
書
（
通
帳
と
届
け
出

印
が
必
要
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
依
頼
書
は
市
指
定
金
融

機
関
等
に
あ
り
ま
す
。

②
年
金
か
ら
の
天
引
き
→

　
　
　
　
　
　
　
　口
座
振
替

　市
指
定
金
融
機
関
等
に
口
座

振
替
依
頼
書
を
提
出
し
、
そ
の

本
人
控
を
持
参
し
て
、
税
務
課

収
納
係
ま
た
は
各
支
所
に
納
付

方
法
の
変
更
を
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

注
意　こ

れ
ま
で
の
納
付
状
況
に
よ

っ
て
、
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は

毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月

３１
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載

内
容
に
相
違
が
あ
る
場
合
は
、

健
康
増
進
課
医
療
係
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
８

月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

健
康
増
進
課
ま
た
は
各
支
所
ま

で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　平
成
２８
年
４
月
１

日
時
点
で
７５
歳
の
被

保
険
者
（
昭
和
１５
年

４
月
２
日
～
昭
和
１６

年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
）
は
、
無
料
で
歯
科
健
康

診
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
対
象
者
に
は
、
香
川
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

７
月
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

自
分
の
口
腔
の
状
態
を
知
る
た

め
に
も
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

制
度
や
資
格
、
保
険
証

　健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

保
険
料
額
や
納
付
方
法

　税
務
課
市
民
税
係
、
収
納
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

全
般
、
歯
科
健
康
診
査

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局

　☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

国
民
健
康

保
険
税

　

重
度
心
身
障
害
者
等
・

ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　医
療
費
助
成
制
度

後
期
高
齢
者

医
療
　
　
　

平
成
２８
年
度
の
保
険
料

平
成
２８
年
度
の
改
正
内
容

納
付
方
法
の
変
更

被
保
険
者
証
等
の
返
還

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

納

付

方

法

納

付

方

法

そ
の
他
の
注
意
事
項

納
付
方
法
の
変
更

７５
歳
の
歯
科
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
医
療

　
　被
保
険
者
証
の
送
付

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め

　
　
　な
ど
に
よ
る
軽
減

資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、

　
　手
続
き
を
忘
れ
ず
に

被
保
険
者
証
等
を

　
　
　
　受
け
取
っ
た
ら

第
８
期

第
７
期

第
６
期

第
５
期

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期
・
全
期

２
月
２８
日（
火
）

１
月
３１
日（
火
）

１２
月
２６
日（
月
）

１１
月
３０
日（
水
）

１０
月
３１
日（
月
）

９
月
３０
日（
金
）

８
月
３１
日（
水
）

８
月
１
日（
月
）

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

全

　期

１
月
３１
日（
火
）

１１
月
３０
日（
水
）

９
月
３０
日（
金
）

８
月
１
日（
月
）

両端が桃色から青色に変更
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　一
定
の
要
件
に
該
当
し
、
認

定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
入
院
・
通
院
時
に
窓
口
で

支
払
う
一
部
負
担
金
や
食
事
代

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な

り
ま
す
。「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
健

康
増
進
課
ま
た
は
各
支
所
で
事

前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

　健
康
増
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

後
期
高
齢
者
医
療

　健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局

　☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

度
に
交
付
を
受
け
て
い
た
人
で
、

平
成
２８
年
度
も
必
要
な
場
合
は
、

再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
に
必
要
な
も
の

　被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
個
人

番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
分

か
る
も
の
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
で
過
去
１２
カ
月
の
入
院

日
数
が
９０
日
を
超
え
る
場
合
は
、

入
院
日
数
を
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
書
な
ど
）

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と

交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　な
お
、
療
養
病
床
に
入
院
し

て
い
る
人
は
、
食
事
代
の
負
担

額
等
が
左
表
と
異
な
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　区
分
Ⅱ
の
人
で
、
新
た
に
９１

日
以
上
の
入
院
が
あ
っ
た
場
合

は
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
、
入
院
日
数
を
確
認
で
き

る
領
収
書
等
を
持
参
し
て
、
再

度
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
に
必
要
な
も
の

　被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
本
人

ま
た
は
世
帯
員
が
平
成
２８
年
１

月
１
日
に
市
内
に
在
住
し
て
い

な
い
場
合
は
、
そ
の
人
の
平
成

２８
年
度
の
非
課
税
証
明
書
（
平

成
２８
年
度
住
民
税
・
課
税
所
得

証
明
書
）

　７０
歳
未
満
と
、
７０
歳
以
上
７５

歳
未
満
で
は
、
限
度
額
が
異
な

り
ま
す
。
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満

の
人
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
の
み
認
定
証
が
必
要
で
す
。

世
帯
内
に
異
動
が
あ
る
と
適

用
区
分
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●

認
定
証
の
有
効
期
限
は

　
　
　
　
　
　
　
　７
月
３１
日

　８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
認

定
証
が
必
要
で
す
。
平
成
２７
年

　平
成
２８
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

申
請
に
よ
り
８
月
１
日
以
降
適

用
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　平
成
２７
年
度
に
認
定
証
の
交

付
を
受
け
て
い
た
人
は
申
請
不

要
で
す
。
新
た
な
認
定
証
を
７

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
世
帯
に
所
得
未
申
告
の
人

が
い
る
場
合
は
、
申
告
し
た
後
、

認
定
証
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

注

注

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

国民健康保険の自己負担限度額等
（７０歳未満の人）

後期高齢者医療の自己負担限度額等

入
院
・
通
院
時
の
窓
口
負
担

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

※上位所得者…国保税の算定基礎となる基礎控除後の「総所得
金額等」が６００万円を超える世帯

※所得の申告がない場合も上位所得者とみなされます
※４回目以降…過去１２カ月以内に同一世帯で限度額を超えた

支給の回数が４回以上あった場合

（区分Ⅰ）被保険者が属する世帯員全員が住民税非課税
で、世帯員全員の各所得金額（年金所得は控
除額８０万円として計算）が０円の人

（区分Ⅱ）被保険者が属する世帯員全員が住民税非課税
で、区分Ⅰに該当しない人

（※１）申請月から過去１年以内で、区分Ⅱの限度額適
用・標準負担額減額認定を受けていた期間の入
院日数

所得区分 ３回目まで ４回目以降

上
位
所
得
者

総所得金額等が
９０１万円を超える

２５２，６００円＋医療費が
８４２，０００円を超えた場合
は、その超えた分の１％

１４０，１００円

総所得金額等が
６００万円を超え
９０１万円以下　

１６７，４００円＋医療費が
５５８，０００円を超えた場合
は、その超えた分の１％

９３，０００円

一

　
　般

総所得金額等が
２１０万円を超え
６００万円以下　

８０，１００円＋医療費が
２６７，０００円を超えた場合
は、その超えた分の１％

４４，４００円

総所得金額等が
２１０万円以下　

５７，６００円

住民税非課税世帯 ３５，４００円 ２４，６００円

区　　分
食事代

（１食あたり）

１カ月の自己負担限度額

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

一　　般 ３６０円 １２，０００円 ４４，４００円

区分Ⅱ

過去１年の合
計入院日数が
９０日（※１）
以内の場合

２１０円

８，０００円
２４，６００円

過去１年の合
計入院日数が
９１日（※１）
以上の場合

１６０円

区分Ⅰ １００円 １５，０００円

申し込み・問い合わせ先　観音寺市地域包括支援センター（社会福祉協議会内）
☎２５－７７９１

６５歳からの介護予防教室
ーお口の健康教室ー

　年金生活者等支援臨時福祉給付金の申請書

（請求書）が届いている人で、まだ申請を済ま

せていない人は早めに申請してください。

申請期限：８月１０日（水）まで（当日消印有効）

受付窓口：社会福祉課（市役所１階）

受付時間：午前８時３０分～午後５時

　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）

注　　意

申請期限を過ぎると、給付金の受け取りが

できなくなります。

申請をした人のうち、申請書に不備がある

人は、順次、電話または郵便で連絡します。

問い合わせ先

　臨時福祉給付金受付窓口　☎２３－３９８１

日時

　７月２５日（月）

　午後２時～午後３時３０分

場所

　社会福祉センター

　２階第３会議室

日時

　８月８日（月）

　午後２時～午後３時３０分

場所

　豊浜福祉会館

　２階大ホール

　介護保険は、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも元

気に暮らせるようにみんなで支え合う制度です。

　財源は国や県、市が負担する公費と、皆さんに納めて

いただく介護保険料で運営し、６５歳以上の人（第１号被

保険者）の保険料は、介護サービス費の見込み額や６５歳

以上の人数などをもとに、３年ごとに決定します。

　平成２８年度年間保険料額については、７月上旬に送付

する通知書で確認してください。なお、平成２８年度納付

書・口座振替の納期限は次のとおりです。

第１期・全期 ８月１日（月）

第２期 ９月３０日（金）

第３期 １１月３０日（水）

第４期 １月３１日（火）

　　　　　　　　　問い合わせ先

　　　　　　　　　　税務課市民税係　☎２３－３９２２

忘れていませんか？
年金生活者等支援臨時福祉給付金

（低所得の高齢者向け）

６５歳以上の人の介護保険料

内容　歯科衛生士のお話、ブラッシング指導

　　　唾液飲み込みテスト（飲み込み力）

　　　ガムテスト（かむ力）、個別健康相談

講師　歯科衛生士　青木まゆみ先生

費用　無料

定員　各会場５０人（先着順）

申込先　下記の①～③の会場のうち１カ所

を選び、電話または来所で申し込

んでください。

受付期間７月１日（金）～１５日（金）

①観音寺会場

日時

　８月１日（月）

　午後２時～午後３時３０分

場所

　大野原中央公民館

　３階講義室

②大野原会場 ③豊浜会場

　口は、生きていくために欠かせない「食べる」「話

す」「唾液を出す」「味わう」「表情を作る」など

さまざまな役割を担っています。「口の中の健康」

が維持できていると、食べ物をしっかりかむこと

ができ、栄養の吸収が促進されます。また、唾液

がたくさん出ていると、口の中を清潔に保ち、脳

を活性化し認知症を予防するなど、身体に良い影

響をたくさん与えてくれます。市内３カ所でお口

の健康教室を開催します。ぜひ参加してください。
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